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農家レストランからの提案

， .中富良野町は彩りの街とクリーン農業の町

北海道は，九州本土の約 2倍に相当する広大な

面積を有し，富良野地域(上富良野町，中富良野

町，富良野市，南富良野町，占冠村)の総面積は，

神奈川県や山梨県とほぼ同程度で、約25，000haと

なっています。

中富良野町は，北海道のほぼ中央部，富良野盆

地に位置し，テレビドラマの「北の国から」や「優

しい時間JI風のガーデン」で有名なへその町，富

良野市から北に10km. I旭山動物園Jで知られる

旭川市から，南に約5Jkmのところにあります。

ラベンダーやポピー，ベゴニア，マリーゴール

ドなどが咲き始める初夏には，道内外や近隣諸国

から多くの観光客が訪れる豊かな自然に恵まれた

純農村地帯です。肥沃な大地で クリーンな農産

物を消費者に提供するため，冬は-250C，夏は猛
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Cという環境の中で50種類近い農作物を

栽培しています。

農地面積は4，315haを有していますが，長引く

水回転作により，平成13年から50%を超える転

作率となり，水稲をはじめ畑作物や露地野菜など

多種多様の作物が生産されています。多い順に水

稲1，225ha，玉ねぎ687ha，麦類(春小麦，秋小

麦)659ha，スィートコーン173ha，甜菜172ha，

かぼちゃ155haなどがあげられます。

早くから行われていた「環境に優しい米づく

り」への取り組みがきっかけとなり， Iクリーン

農業推進の町」を宣言し，その後，北

海道独自の IYes!Clean北のクリー

ン農産物表示制度」で米や馬鈴しょ，

玉ねぎ，にんじん かぼちゃの 5品目

が認証されるなど安心，安全な農産物

の栽培が進められています。

2. 時代の風は農村に吹いている

中富良野町のシンボルである「北星

山」から望むパノラマは，噴煙たなび

く十勝岳連邦，富良野盆地を一望で

き，北海道の雄大さを十分に堪能する

ことができるところです。また町営ラ

ベンダー園として町民や観光客の憩い

の場ともなっています。

春から夏は「緑」と「彩り J，秋は

「黄金J，冬は「白銀」と四季折々に色

彩の変貌を見せる風景，稔りあふれる

田畑，肌に感じる優しい風など美しい

自然や素朴さが魅力の中富良野町ですが，近年，

心のゆとりや安らぎを求める場として，年々「農

村」への関心は高まり 訪れる人たちも増加して

います。
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また， ここ数年，農村における起業活動が活発

化し，女性農業者が主体となり，農産物直売所や

宅配，修学旅行生の農作業体験や収穫体験，地元

食材にこだ、わった地産地消活動など，様々な形で

農業 ・農村の生活文化を発信しています。なかで

も農家レストランは 農産物に農村ならではの価

値(もの ・人 ・環境)を活かしたサービスを加え

て提供しています。そこには，農業を単なる食料

生産，原料生産だけで捉えるのではなく，生産者

として消費者の手に届くまで係わることで，消費

者の期待に応えていきたいという農業者のメッセ

ージが詰まっています。

そして，様々な活動を通して農村の魅力や良さ

を理解してもらい 農業の応援団になってほしい

という想いが込められています。

3. 農村からの魅力発信!癒される場所づくり

ラベンダーやポピーが咲く初夏の時期には，多

くの観光客が訪れる「町営ラベンダー園」。色と

りどりの花びらが花畑を埋め尽くし， I彩りの畑J

の風景は周辺の景観に映えて 北海道の夏の風

物詩となって，訪れる人たちの心を癒してくれ

ます。

「四季それぞれが一枚の写真になる」中富良野

町ですが，そんな魅力ある景観や広大な大地，雄

大な自然を味方にして 農家レストラン「北のカ

レー工房 ・きらら(空知郡中富良野町宮町2-l)J 

は， 10年前から町営ラベンダー園の真ん中に件ん

でおり，その存在感は年々大きなものとなってき

ています。

写真1.カレー工房の外観

オーナーの九栗貞子氏は，中富良野町で水稲，

畑作経営をしている女性農業者で，北海道指導農

業土でもあります。農家レストラン「北のカレー

工房・きらら」を閉店したきっかけを聞いてみま

した。

「輸入自由化により農作物の価格低迷や米政策

の見直しで，農作物を生産してるだけでは農業を

維持することが難しくなりつつあると感じていま

した。また私たち農業者は 安全で安心できる農

産物を消費者に提供する重要な指命があることを

常々考えていました。 J

自分たちで丹精込めて栽培した農産物に付加価

値をつけてお客様に食べていただきながら，生産

現場から農業の魅力や情報発信の場をつくりたい

と，町内の女性農業者 3名で， I旬の野菜こだわ

りカレー」をメインに2002年 農家レストラン

をオープンしました。

米，たまねぎ，にんじん，ジャガイモなど材料

は全て自分たちの農場で調達できることが，カレ

ーをメニューに選んだ理由です。新鮮な野菜を旬

の時期に味わっていただきたいと，夏の 3ヶ月の

みのオープンと決めました (2011年は6月20日

"'8月31日の予定)。そこには 農産物を生産し

ている農業のプロとしてのこだわりとプライドが

ありました。

写真 2. 旬の野菜カレー

今年で「北のカレー工房 ・きら ら」は，オープ

ン10年目を迎えますが 道内外の観光客や起業

家をめざす女性農業者たちが毎年6，000人近く訪
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れています。また，庖のネーミングは，中富良野

町がクリーン米を推進した時期で“きらら397"

が一斉を風廃していたことがきっかけとなりま

した。

4. 農家直営のレストランから提案

「美味しい農産物に関心を持ってもらうには，

旬が大切なんです。でも今では一年中スーパーで

野菜を入手することができますが，どれだけの人

たちが旬の味を理解しているのでしょうか。 Jと

素朴な疑問を投げかける九栗氏。

「野菜は採れる旬の時期が一番美味しいし，栄

養があるんです。 JI旬の野菜を提供できる時期だ

け開庖するからこそ意味があるんです。」

そんな食材を豊富に利用してお客様に提供でき

る農家直営のレストランには 都会では味わえな

い魅力的な価値やお客様に支持されている価値

が数多くあります。(上川管内経営労働部会資料

より引用)

(1) 食品としての価値…・・「食べごろという“句"

の価値」です。

→新鮮，美味しい，安全で安心できる，品質が

良い，手作り感があることです。

(2) 安心・安全としての価値…・・「正直者“信"の

価値」です。

→作物の栽培状況や生産履歴 認証制度の活用

など直接お客様へ説明をしたり自に見える形

で作物を含めた農業情報を提供しているとこ

ろです。

(3)視覚・空間的な価値…・・「疲れがほぐれる“癒

し"の価値」です。

→空気が美味しい，農村景観が素晴らしい，四

季感(旬)がはっきりしてる，ゆったりとし

た時間が流れる 故郷感(田舎)を味わうこ

とができることです。

(4) 人を通じた価値…・・「おもてなし“和"の価値」

です。

→懐かしい味，作り手の顔が見える安心感，作

物の品種特性や食べ頃を知っている，農作業

体験や収穫体験につなげることができます。

(5) 知識，技術的な価値…・・「明日からでも使え

る“得"の価値です。

→農産物を利用した料理方法や栄養，機能性な

どの知識を教えてもらえることです。

(6)顔の見える価値…・・「手から手へ“幹"の価値J

です。

→農産物の宅配や地方発送 庭先販売や地産地

消につなげることができます。このように，

新鮮な食材を利用した豊富な料理の他に，農

村に伝わる文化やそこで働く人たちが持って

いる癒しゃ人のぬくもりを感じる空気など都

会にはない農村ならではの価値を農家レスト

ランから多くの人たちに提案しているので

す。その価値をどう提案するかは，物(農産

物)・人(レストランに関わる人)・環境(周

りの景観)をどう活かすか どう感じ取るか

は個々で様々です。

5. 農家レストランに夢を託して， 自分らしく

生きる!

農業と「北のカレー工房・きらら」との両立は

難しいのではないでしょうか? I提供する農産物

の一番美味しい時期だけにこだ、わった農家レスト

ランだからこそ意味があります。」と農作物の管

理作業で多忙な 6月'"'-'8月までの 3ヶ月間を農業

とカレー工房の切り盛りに追われる九栗氏です

が， I忙しい!Jの言葉は殆ど聞いたことがあり

ません。

何がそこまで九栗氏を突き動かすのか訪ねてみ

ました。

「農家は作物を作ることに関してはプロです。

しかし今は，作る農業から売る農業，さらに付加

価値をつけてお客様に食べていただくまで責任を

持つことが農業に課せられていると考えていま

す。お客様の声をもとにスタッフで毎日話し合

い，より満足度の高い商品を提供しようと考える

ことが，営農の原動力にもなります。 Jと言い切る

九栗氏。「いくら忙しくても自分の理念や目標が

あれば頑張れるのです。 JI私は農業のプロです。

だからこそ本当の味をお客様に伝えたい，それが

自分の描いた農業の形そして夢なのです。」

「北のカレー工房・きらら」のいちおしメニュー

は“旬の野菜カレー です。レストランで利用す

る食材すべてが地元産の新鮮な農産物です。朝，

野菜を収穫し，それをレストランに持ち込み，下

準備して料理に使うという農家では極自然なこと
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が，毎回カレー工房では行われています。また，

カレーやサラダに使う野菜のト ッピングが時期

で変化することで「旬」を楽しんでいただいてい

ます。

写真 3. 卜ッピンク。野菜を調理する九栗氏

さらにお客様の要望で 自らの農場で農作業体

験や庭先販売，米の宅配や野菜の地方発送をし

て，多くの消費者に喜ばれています。このように

農家レストランは 農業者の想いひとつで限りな

く無限にお客様に農村の魅力を発信することがで

きるのです。

その集大成として平成22年 北海道開発局主

催の「わが村は美しく-北海道」運動第 5回コン

クール2010~ご応募した結果人の交流部門 (138

件の応募数)で「北のカレー工房・きらら」の活

動が銅賞を受賞しました。地元女性農業者がカレ

ーの庖の経営を通じて消費者と顔の見える関係を

築いていることやリピーターが多く，米や野菜の

宅配，農場での収穫体験や地域全体で農業体験の

受入れに発展したこと等が高い評価につながりま

した。

6. 農家レストランからの提案

大自然に囲まれた農村地帯。田んぼや畑，赤，

黄，紫に咲く花々。心地よくさえずる小鳥や虫の

声。そんな風景のなかでゆっくりとした時間が流

れ，心身ともにリフレッシュしながら美味しい料

理をいただく。農家レストランは，前に述べた 6

つの価値を，その土地の伝わる風土や人々の暮ら

し，文化と交わって消費者の方々にその素晴らし

さを提案しているのです。 そして，そこには懸

命に農作業をしながら直向きに生きる農業者の

“まごころ"や潜在的に持っている“人情"が都

会では真似のできない癒しと安らぎを農家レスト

ランの商品を通して発信しているのです。

九栗さんが考えている農業者としての理念とは

何か訪ねてみました。

「一生懸命，正直に生きること，そして人・環

境・作物に優しい農業に取り組むことです。」住

んで楽しく，訪れて癒される，そんな農村の魅力

をこれからも新鮮な食材と人を通して提案してい

くことを大いに期待しています。


